
広報紙に掲載された写真を差
し上げています。本人が写って
いる場合に限ります。

問い合わせ　住民自治課　内線288

町HPでは
最新トピックス
を公開中！

　東浦自然環境学習の森で活動している、保全育成の
会の４つの団体がブースを構え、活動などをＰＲしました。
各ブースでは東浦自然環境学習の森に生息する動物た
ちとの触れ合いや自然物の展示、保全活動で伐採した
竹を活用した作品や竹灯篭の展示などが行われました。
里山保全活動団体の会長は「多くの方に東浦の自然と
触れ合える場を提供したいと思い、開催しました」と話し
ました。来場した方は「買い物ついでに通りかかって入
りましたが、竹笛製作が楽しかったです」と話しました。

里山を知ろう in
イオンモール東浦７月７日㊐

　生路小学校の３年生が製塩土器を使って塩作りに挑
戦しました。この塩作りでは、５月に児童自ら製作した製
塩土器を使用しました。生路地区では、奈良・平安時代
から塩作りが行われていたといわれており、この授業は
塩作りの歴史にちなんで行われました。先生は「児童に
は、この授業を通して生路の歴史を実感し、生路を大切
に思ってほしいです」と話しました。また、参加した児童
は「塩を作るのは暑かったけど楽しかったです。生路の
歴史にちょっとだけ興味がでました」と話しました。

自分たちで作った
製塩土器で塩作り！７月９日㊋

　町は中部国際空港株式会社と循環型社会の実現に
向けた連携に関する協定に基づき、資源化の周知や
意識向上のための取組みを行っています。今回は中
部国際空港株式会社と日揮ホールディングス株式会
社の協力で、ＳＡＦに関する授業を森岡小学校で行
いました。ＳＡＦの現状や身近にある廃食用油が生
み出す可能性などを学びました。参加した児童から
「家に帰ったら親に話してみる！」と資源化への意識
が高まりつつある声が聞こえました。

ＳＡＦってなんだろう？７月16日 ㊋
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編集
後記

　町の特産品「ぶどう」。ぶどうをPRするときは「東浦町のぶどうの栽培面積は県内１位！(愛知県市町村別栽培状況2021
年産 )」とアピールしていました。その話題を編集後記に書こう！と調べてみると、最新データが更新されており２位に転
落…(シェア率の１位との差は0.4％と僅差 )。「１位」と言えないのは残念ですが、１位でも２位でも東浦のぶどう栽培が
盛んなことは変わりませんね。東浦産のぶどうを見かけた際は、東浦のぶどうのおいしさを味わってみてください！（Ｈ）

おめかしして、
たくさんお出かけ
しようねっ！

北
き た が わ

河 希
き よ か

与和くん
（０歳）
おめかしして、
たくさんお出かけ
しようねっ！

パパとのふれあい遊びが大好きな、元気いっ
ぱいの男の子。これからも一緒に楽しい時間
をつくっていこうね！

伊
だ て

達　葵
あ お い

海くん（２歳）

2次元コード
から簡単応募！

町ホームページ
「広報ひがしうらスー
パーキッズ募集」から
応募できます。

　生路地区在住の方を対象に、実際に運行している町
運行バス「う・ら・ら」を使って、バスの乗り方教室が行わ
れました。町運行バスを身近に感じ、気軽に利用できる
ようにと開催されました。運賃の支払い方法や時刻表
の読み方などバス利用に関わる知識を学びました。

バスに乗れるようになりました！
　10月１日に町運行バス「う・ら・ら」のダイヤ改
正が行われることに伴い、一部の車内アナウンスで
小学生の声が流れるようになります。その録音会が
行われ、参加した児童は、慣れない緊張の中で一生
懸命にアナウンスに取り組んでいました。

バスの車内アナウンスを録音しました！

　町内在住の小学生とその保護者を対象に、知多乗合
株式会社の本社にあるバス車庫で、１日の仕事を終えた
バスの整備見学や洗車機くぐりを体験したほか、バスの
乗り方や時刻表の見方を学びました。参加した児童は一
生懸命スケッチしたり説明に聞き入ったりしていました。

１日の仕事を終えたバスの車庫に潜入！

「う「う・・らら・・ら」を身近に！体験イベント開催ら」を身近に！体験イベント開催

ダ
イ
ヤ
改
正
に
向
け
て
学
び
ま
し
た
！

７月
26日
㊎
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